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科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

幼児理解 

Developmental Clinical Psychology 
１年前期 講義 ２ 

卒業選択 

免許必修・資格選択必修 
安元・丸山・萩尾  

学科のディプロマ・ポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ○    ◎  

授業の目的 

現代における幼児の家庭での生育過程は、多岐に渡っている。様々な子どもが集まってくる幼稚園、認定こ

ども園、保育所の果たす役割は大きくなっている。そういう意味で一人ひとりの子どもに向き合い行動を分析

し、内面に潜む心の動きや行動を理解しながら指導・支援について修得する。 

到達目標 

１．幼児間のトラブル対処の現実と実際を知り、色々な対応要素があることを理解する。 

２．年齢や発達段階に応じた絵本選びの視点がわかるようになる。 

３．養育環境の変化を踏まえた、育児支援の現状と課題を知り、役割を理解する。 

授業の概要 

幼稚園・認定こども園における幼児の実態や指導の実際から幼児教育の現状を知る。また、担当者の幼稚園教

諭、保育士また園長としての実務経験を下に、保育現場の実践・エピソードをとおして、子どもをどのように見て理解

していくかを学習する。事例をもとに、グループワークやプレゼンテーションを行う。 

授業計画 

１ 

子どもを理解する姿勢とは（安元） 

カウンセリングマインドをベースに幼児理解の方法を考

える  

９ 
子どもを取り巻く環境の変化（丸山） 

・保育の現場における子育て支援の必要性を知る。 

２ 

「わたし」とはなんだろう（安元） 

絵本を通して「わたし」を考える 

「わたし」を創る「経験」の大切さを知る  

１０ 

保育者の役割（丸山） 

・保育者の資質について 

 自分自身の内面を見つめなおし、その役割を考える。 

３ 

幼児理解の事例研究①（安元） 

遊びや活動の中での幼児理解についての事例を取り上 

げ考察する  

１１ 

保育の過程と理解の方法（萩尾） 

・観察を通して理解する 

   観察とは何だろう               

４ 

幼児理解の事例研究②（安元） 

遊びや活動の中での幼児理解についての事例を取り上

げ考察する  

１２ 

保育の過程と理解の方法（萩尾） 

・かかわりながら理解する① 

困る経験、とまどう経験からの気づき   

５ 

子育て環境の変化（安元） 

子どもを取り巻く環境を知り、保育の場における子育て

支援・家庭支援の必要性を知る  

１３ 

保育の過程と理解の方法（萩尾） 

・かかわりながら理解する② 

   子ども像の再構築        （グループワーク）      

６ 
子どもの理解①（丸山） 

視聴覚教材を使用し、園での子どもの活動を知る。 
１４ 

保育の過程と理解の方法（萩尾） 

・記録から理解する 

   何を記録するのか       （プレゼンテーション） 

７ 

子どもの理解②（丸山） 

遊びや活動の中で、幼児理解について事例を取り上げ

考察する。 

１５ 

保育の過程と理解の方法（萩尾） 

・話し合いを通して理解する 

   課題を共有する              

８ 

子どもの理解③（丸山） 

発達に沿った年齢別読みきかせ 

～絵本で広がる子どもの世界～ 

  

成績評価の

方法・基準 
レポート、提出物７０％、受講態度・姿勢３０％で総合評価する。 

留意事項 １～５回は安元、６～１０回は丸山、１１～１５回は萩尾が担当する。 

準備学習 

（予習・復習等） 

年齢に応じた絵本を選んでおく（３，４，５歳児、各１冊）図書館で借りた物、購入した

もの等 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
レポートは次回に返却し、その際に総評を行う。 

テキスト プリント配布 

参考書等 
萩尾：「幼児理解と保育援助」 森上史朗 浜口順子 （ミネルヴァ書房）  安元：「子ども理解とカウンセリング

マインド」青木久子著（萌文書林）  丸山：保育者論（著者）汐見稔幸。大豆生田啓太 
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原　浩美
椎山　克己・他
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1．で学んだ基礎知識を制作に生かすことができる。

基礎造形Ⅰで学んだ表現方法を用い、音楽を絵にす

る。
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卒業選択
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園田　和江
坂田　万代
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園田　和江
坂田　万代



－101－



－102－



－103－



－104－



－191－


